
様式第１号（第５条関係）

ゴール 2021

職　名

氏　名

静岡市駿河区手越原160-2

従業員
（構成員）数

1人

事業所・団体
ホームページURL

https://www.soma-pj.com/

所 在 地

業　種 １３．サービス業（他に分類されないもの）

代表

坪井建憲

〒421-0131

代表者
職・氏名

 　３　目標はなるべく定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

杣プロジェクト

本社が届け出る場合はその事業所の数　⇒

事業所・団体等
又は関連事業者等

の名称

民間企業、個人事業所との連携で、商品開発。
行政、教育機関との協力で、イベント出展、講座開
催。

地域の木材や森林環境を大切に想う個人や事業所の
パートナーを増やすための、杣プロジェクトファンク
ラブ会員数100を目指す。2021年8月時点で55会員。

（記載上の注意）
　 １　取組は３～５つの目標に関する取組を記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

オクシズ材の魅力を発信。
オクシズ材を使用した商品の企画製造販売。

オクシズ材を素材として、一般向けに企画、販売。
「つくる」こと「つかう」ことの責任の一部を、自ら
の手に取り戻す社会を提案。

海へとつながる河川の清掃活動（環境創造課・河川環
境アドプトプログラム）
他団体開催の海岸清掃に協力。

森林からはじまる水をテーマに、暮らしの環境と自然
環境の循環の大切さを伝えていく。
海岸清掃4回協力予定。

地域の森林資源の多様な機能と、人の暮らしとの関係
を紹介。

11月に安倍川源流ツアーを開催し、水の大切さと森林
環境の大切さを体験する機会をつくる。

これまでの取組 年12月31日までの取組目標

静岡市こどもクリエイティブタウンま・あ・るでの講
師、イベント等での木工作ワークショップの開催。

地域の森林と市民の暮らしを結ぶ、講座、ツアー等の
企画を、5回以上開催。

地域の森林資源の多様な機能と、人の暮らしとの関係
を紹介。

森林資源を有効活用するモデルケースをつくる。

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

地域の森林資源の有効活用を適切に進めることで、市民の暮らしと自然環境と経済活動が、持続可能で豊
かな循環型社会の実現に貢献する。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

多世代、多業種とのネットワークを活かし、森林資源の多様な機能を伝え、森林の恵みを身近に取り入れ
た、豊かな暮らしを提案する事業を継続していく。

目標に関連する取組内容

ＳＤＧｓ宣言書

私たちは、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

＜宣言日・変更日＞ 2021年8月20日

https://www.soma-pj.com/

